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システム基盤技術検討会 H28年度最終報告
H28年度の検討結果

＜成果＞
・Society 5.0実現の最重要課題であるデータベース構築は、これまで関係各所で取り組んで
いるデータベース（※1）を連携させて論理的に一つに見える形で共通的なデータベース構築を
図ることとし、特に地理系、環境系、サイバーセキュリティ系、材料系のデータベースについて、
利活用しやすい仕組みを構築する具体的方針を立てた。
・上記方針に基づき、これまでSIPの活動を中心として内閣府が先行して進めているデータベー
ス連携の取組をH29年度はさらに拡張させ、様々なSIPとの連携を加速することとした。

※1 防災科学技術研究所やダイナミックマップ基盤企画（株）などでは、SIPの取組みとしてデータ活用に取り組んでいる。

＜課題＞
・データベース連携にあたっては、各SIP、戦協、関係省庁並びに研究開発法人とも連携して責任をもって
実行する機関（※2）を定めて推進する。データベース連携に対する要求条件は、AI3センターの研究開
発目標の詳細化にあわせて継続的に検討して運用及び操作性等を改善する。
・SIP、AI3センターの連携を継続、発展させることが重要であり、SIPの成果の実用化・事業化につなげる
ことが重要である。
・Society 5.0を実現するためのリファレンスモデルの検討が不十分であり、今後は日本の産業政策に役立
つリファレンスモデルになるよう検討を進める。
・制度設計や国際標準化についての議論は今年度の検討会で不足しており、次年度以降、議論を深めて
いく。

※2 例えば、地理系ＤＢはＧ空間情報センター、ダイナミックマップ基盤企画（株）、国土地理院、また環境系は、気象庁、国
立環境研究所、材料系ＤＢは物質・材料研究機構（ＮＩＭＳ）等

資料１－２
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総合戦略2017に記載する重要事項

システム基盤技術検討会 H28年度最終報告

新たな経済社会としての「Society 5.0」（超スマート社会）を実現するプラットフォーム
１）新たな価値やサービスの創出の基となるデータベースの構築と利活用

• 11システムの社会実装に向け、共通的に活用可能なデータベース（DB）として、G空間や自動走行用地図
等を基にした地理系DB、気象データおよび衛星観測等による環境系DB、サイバー攻撃等の情報収集に役立
つサイバーセキュリティ系DBについて、SIPの取組も活用して先行的に取り組む

２）プラットフォームを支える基盤技術の強化
• サイバー空間に関連する基盤技術（ＡＩ、ネットワーク技術、ビックデータ解析技術等）の強化
人工知能技術戦略会議が策定した産業化ロードマップを国家戦略として、省庁の縦割りを排して政府一体とな
り、研究開発から社会実装までを推進

• フィジカル空間に関連する基盤技術（ロボット技術、デバイス開発、ナノテクノロジー・材料技術、光・量子技術
等）の強化

３）知的財産戦略と国際標準化の推進
• 競争領域と協調領域の見極めと、データベース構築やデータ利活用を推進するインターフェースやデータフォーマッ
ト等の標準化を推進

４）規制・制度改革の推進と社会的受容の醸成
• 現場での課題を踏まえて、規制の見直しやルールの制定等を先行的に検討
• 科学技術イノベーションの進展によるＥＬＳＩ（倫理、法、社会的影響）の視点を含め、産業界、学術界を
交えた包括的な研究の実施

５）能力開発・人材育成の推進
• 高度化する脅威に対するサイバーセキュリティの確保として、人材育成の実施
• 基盤技術を支える横断的な科学技術である数理科学や計算科学技術、データサイエンスの振興や人材育成
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データ共有活用基盤の開発について

データ共有活用基盤の開発では、
・共有することで価値のあるデータの構造や要求条件を整理
・データを活用しやすくするためのAPI、および、フォーマットとメタデータのあり方を整理
・論理的なデータベースのプロトタイプを試作し実証することを目指す。

インフラ
情報

インフラ
維持管理・更新・
マネジメント技術

地物情報

自動走行システム

動的情報 災害情報

レジリエントな
防災・減災機能

の強化
次世代農林水産業

創造技術

農地情報

地理系

• 平成28年度追加予算（SIPインフラ）
• 3次元地図情報共通プラットフォームの
調査、仕様検討
（平成29年5月に報告書予定）

平成28年度 平成29年度以降

・・・・・・

• 各SIPが共通的に必要となるデータ共有活用
基盤に関する調査研究をSIP共通経費で実施
し、各SIPはその基盤を活用する個々のアプ
リケーションの研究開発をしてはどうか。

地理系

環境系

ｻｲﾊﾞｰｾｷｭﾘﾃｨ情報系

データ共有活用基盤
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自動走行システム
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災害情報

レジリエントな
防災・減災機能
の強化

次世代農林水産業
創造技術

農地
情報

地物情報 地物情報

シ ス テ ム 基 盤 技 術 検 討 会
Ｈ 2 8 . 3 . 3 0
資 料 3 - 1 か ら 抜 粋
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スケジュール

SIPの取組を活用して、具体的に以下の項目を内閣府において取り組む。

 関連するデータの所在および特性などの調査
 共有すると価値のあるデータベースの基盤に対する要求条件の検討
 プロトタイプ試作に必要な要件の策定
 プロトタイプ試作
 プロトタイプの実証

平成29年度 平成30年度

データの所在・特性などの調査

データベースの基盤に対する要求条件の検討

プロトタイプ試作に必要な要件の策定

プロトタイプの試作

プロトタイプの実証・評価

平成28年度

SIP（自動走行、防災・減災、サイバーセキュリティ、インフラ・・・）

共通課題への
発展・拡張

3次元地図共通
プラットフォーム
構築のための検討
（個別SIP）

各SIPとの連携

シ ス テ ム 基 盤 技 術 検 討 会
Ｈ 2 8 . 3 . 3 0
資 料 3 - 1 か ら 抜 粋
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（参考）データベース構築概要ヒアリングの全体俯瞰 システム基盤技術検討会
Ｈ 2 8 . 2 . 1 7
資 料 3 か ら 抜 粋
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（参考）データベース構築の推進について

データベース 関連組織 活用例 関連する戦略協議会
（★はSIP有）

地理系 • 国土地理院
• G空間情報センター
• JAXA
• ダイナミックマップ

基盤企画（株） 等

• SARにより、地形変化のずれを高精度に把握。ま
た、農地畦道の詳細把握により、夜間の圃場移動
に活用。

• SARにより火山の活動状況を把握して、防災に活
用。また、G空間と連携した道路以外の地図を防
災やインフラ維持管理に活用。

• 新産業
（自動走行★）

• 次世代インフラ
（維持管理、防災★）

• 農林水産（農機自動走行★）
• 環境ＷＧ

環境系 • DIAS
• 気象庁
• JAXA
• 国立環境研
• 国交省（DiMAPS）
• 農研機構
• 防災科研 等

• DIASを汎用化して、研究者のみならず事業者も
地球環境データを活用。

• 気象予測を活用した農業の効率化。

• 農林水産（農業★）
• 環境ＷＧ
• 次世代インフラ（防災★）

サイバーセキュリ
ティ系

• 各ISAC
• IPA 等

• 重要インフラのインシデント情報を共有し、各シ
ステムのサイバーセキュリティを確保。

• システム基盤技術検討会
（サイバー★）

材料系 • NIMS
• 産総研 等

• 要求する機械的、熱的、質量的等の条件から構造
材料を検索、シミュレーションして新素材を開発。

• ナノテクノロジー・材料基盤
技術分科会（構造材料★）

医療系 • 厚労省 等 • 診療や治療が難しい疾患でも、個人の症状や体質
に応じた、迅速・正確な検査・診断、治療が受け
られる。（※）

※ 第２回未来投資会議 資料8 http://www.kantei.go.jp/jp/singi/keizaisaisei/miraitoshikaigi/dai2/siryou8.pdf

 主なデータベース（DB）の関連組織、活用例、関連する戦略協議会は下記の通り。
 ニーズの高い地理系、環境系、サイバーセキュリティ系DBに先行着手する。

※ この他にも画像情報データは様々な分野のデータ源となるケースは多く想定される。

システム基盤技術検討会
Ｈ 2 8 . 2 . 1 7
資 料 3 か ら 抜 粋
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G空間情報センター

地理系の論理的データベース※構築について（案）

 地理系の協調領域として、ダイナミックマップ、G空間情報、JAXA SAR等のDBから
必要なデータを抽出するためのAPI(Application Programming Interface)の構築、および、
利活用しやすいデータフォーマットとメタデータのあり方を整理する。

Ｇ空間情報の円滑な流通
促進に向けた検討
100百万円（国交省）

衛星SAR：
Synthetic Aperture Radar
（JAXA）

ダイナミックマップ基盤企画（SIP）

API

利用者
（事業
者）

民間企業
（地理データ）

地方自治体

大学

国土
地理院

農地
情報

地球観測衛星システム構築の推進に必要な費用
9,748百万円（文科省）

連携連携
連携

連携

連携

連携利用者（事業者）は各DBから
価値のあるデータを入手

地球観測衛星データ
提供システム
（G-Portal）

論理的
なDB※

論理的なDBの
設計図
（メタデータ）

※論理的なデータベース
データセンタのような新規設備を構築することなく、
関係各所に存在するデータベースをLoD、分散スト
レージ等により、論理的に一つに見えるデータベース

シ ス テ ム 基 盤 技 術 検 討 会
Ｈ 2 8 . 3 . 3 0
資 料 １ か ら 抜 粋

7



環境系の論理的データベース構築について（案）

 環境系の協調領域として、DIAS、気象庁、国立環境研究所等DBから必要なデータを
抽出するためのAPIの構築、および、利活用しやすいデータフォーマットとメタデー
タのあり方を整理する。

文科省 データ総合・解析システム（DIAS）

国立環境研

気象庁

ひまわり アメダス

CO2濃度（日変化）CO2濃度（トレンド）

データ＋可視化

地球環境情報プラットフォーム
構築推進プログラム
400百万円（文科省）

国立研究開発法人国立環境研究所
運営費 予算額 13,816百万円
（環境省）

論理的
なDB

論理的なDBの
設計図
（メタデータ）

利用者
（事業者）

API

API

API

DIAS:Data integration and Analysis System

シ ス テ ム 基 盤 技 術 検 討 会
Ｈ 2 8 . 3 . 3 0
資 料 １ か ら 抜 粋
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SIPの先行的な取組（SIP4D)

１０

次 世 代 イ ン フ ラ 戦 略 協 議 会
Ｈ 2 8 . 3 . ８
資 料 ２ か ら 抜 粋



人工知能技術戦略会議とSIP連携について C S T I 本 会 議 （ H 2 8 . 9 . 1 5 ）
「人工知能等の研究開発の効果的な推進」
資 料 を 基 に 構 成
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